
いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

めざすは『自己ベスト』 

校長 櫻井 勉 

数年前まで毎年クラス担任を務めていた私は、合唱

祭や体育祭など、クラスの生徒たちがとにかく優勝を目

指してヒートアップする行事の直前には、次のようなメ

ッセージを伝えていました。 

 「中学校の合唱祭は取組みの過程にこそ大きな価値が

ある行事。本番に向かうために、どれだけ努力したか、

どれだけ協力できたか、どれだけ心を一つにできたか

が何より大切。だから、合唱祭の前日に『やれることは

やりきったぞ』と思えたなら、もう君たちにとっての合

唱祭は成功しているのです。」 

そしてこう続けます。「本番の目標は『今まで歌ってき

た中で、最高の合唱をする』ということただ一つです。

順位が一番の関心事なのはよくわかります。でも、自分

たちが今できる最高の合唱をした上で、それより上手な

合唱をしたクラスがあったとしたら、それはもう仕方な

い。他のクラスの合唱のうまさなど、私たちにはどうに

もできないことです。自分たちでコントロールできない

ことは気にしない、それより自分たちができることを最

大限にやるぞという気持ちこそが大切なのです。」 

 

順位や勝敗のつく勝負事では競争相手の実力や状態

などが気になるのは自然なことです。球技や長距離走

のレースなどでは、「相手との駆け引き」も勝敗の重要

な要素です。しかし、フィギュアスケートやスキージャン

プ、体操競技のような個人単独競技や、合唱やダンスな

どの芸術系コンクールなどでは、ラ

イバルの成績を過度に気にすること

は、自分自身にとってマイナスのプ

レッシャーになりやすいだけでなく、

その気持ちが行き過ぎれば「ライバ

ルの失敗を願う」といった、競技者・ 

 

演技者にはふさわしくない精神状態へと追い込まれて

しまいます。 

 

数か月後に 3 年生が臨む入試も、合格者として選抜

されるための競争であり、ボーダーラインではわずかな

点数の差が合否を分ける厳しい勝負となります。「他の

受験生がみんな優秀そうに見えて、プレッシャーに押し

つぶされそうになった。」といった感想をよく聞きます。

大きな受験会場に慣れていない生徒であれば、受験生

の多さだけで圧倒されてしまうかもしれません。しかし、 

よく考えてみればわかります。まわりの人の試験の成績

など自分にはどうすることもできないし、自分自身の得

点も他の受験生に左右されることなどないのです。 

 

大きな挑戦や勝負事に臨むにあたっては、「自分がコ

ントロールできること」に集中することが大切です。バラ

ンスのよい食事や睡眠、規則正しい生活によって万全の

健康状態で当日を迎える、交通機関の下調べや会場ま

での経路確認を徹底し、時間に余裕をもって会場に到

着する、天候の変化にも対応できるような服装や持ち

物の準備をしっかりして不

安材料をなくす、入試であ

れば、当日と同じ時刻に本

番を想定しながら過去問題

に取り組むなど、自分が持

っている力を出し切るため

の土台を固めるのです。 

 

合唱コンクールや定期考査、そして受験に臨む五中生

のみなさんが、「自分ができる準備はすべてやった」と

いう自信を胸に当日を迎え、さらに「自己ベスト」の力を

発揮できたという満足感を味わってくれることを心か

ら願っています。 

 

冒頭に紹介した合唱祭。取組みも結果もよかったクラ

スの共通点は、本番の合唱を終えてステージから戻って

きたときの第一声が、 

「今までで一番いい合唱ができた！最高に気持ちよ

かった～！」でした。 

   

この2学期、あなたはどのような分野で「自己ベスト」

を目指しますか？ 

 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお
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鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 
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「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

   

 

   

 

夏休み期間の工事を経

て… 南校舎のトイレが

遂にリニューアルしまし

た。（１階トイレの完成は

９月下旬です） 見違え

るように綺麗になった、

この素敵なトイレを丁寧

に使っていきましょう。 

 

 

   校内研修会（7/30・8/22） 

夏休み期間中に２回、五中教職員の

校内研修会を実施しました。１回目は

三鷹市教育委員会の連携支援コーディ

ネーターである田中容子先生と高瀬祥

子先生を講師にお迎えし、現場での実

践事例をもとに多くの示唆に富んだア

ドバイスをいただきました。２回目は

「進路指導」をテーマに掲げ、今年度の

進路の傾向を確認したり、生徒にとっ

て適切な進路指導の方向性を探ったり

… 共に取り組むことで共通理解を図

ることができました。教員一人一人の

資質の向上を目指して今後も研鑽を積

んでいきます。 

吹奏楽部の活躍（8/4） 

第６５回東京都中学生吹奏楽コン

クールに吹奏楽部が出場しました。Ｂ

組(３５人以内の編成)に出演し、『「百

年祭」：福島弘和作曲』 を演奏しまし

た。一曲の中に、春夏秋冬、争いと平

和、嵐からの晴天・・・など様々な場面

が詰まった聴きごたえのある壮大な

曲を、心を一つにして演奏した結果、

見事「銀賞」を獲得することができま

した。日々の地道な練習を大切にし、

地域の行事にも快く参加して演奏を

披露することで五中の素晴らしさを

発信してくれている吹奏楽部の、今

後の更なる活躍を期待しています。 

 

２学期始業式（8/25） 

３７日間の「充電期間」を終え、再び

五中生の「笑顔」が戻ってきました。

体育館に集まった生徒の表情から

は、久しぶりに友人に会えた喜びが

伝わってきました。生徒代表として、

１年生が２学期の抱負を力強く語りま

したが、その言葉は五中の今後の成

長への推進力となりそうです。 

校長からは９月１日の防災の日に

ちなみ、「防災と学校生活」をとりあ

げ、過去の災害からの教訓を活かす

こと、そして、非常時において大切な

「共に生きる力」を学校生活の中から

学んでもらいたいことを伝えました。 

９月の主な予定 

１（月） 合唱コン実行委員会 

２（火）  生徒会役員選挙 

３（水）  ⑤カット 

  鷹教研 （部活動再登校） 

6（土）  PTA「一日家庭教育学級」（午前）  

1０（水）  職員会議  

1１（木） 秋季考査 

1２（金）  秋季考査  合唱コン実行委員会 

1６（火） 一斉委員会（前期最終）  

１７（水） ⑤カット 学園研究 

２２（月） ①⇔⑥入替  合唱コン実行委員会 

２３（火） 秋分の日  修学旅行（３年生） 

２４（水） 修学旅行（３年生） 

２５（木） 修学旅行（３年生） 

２６（金） ３年生振替休業日 

2７（土）  学園公開  

２９（月）  9/2７の振替休業日 

３０（火） 全校朝礼 合唱コン準備期間始 

 学園挨拶運動始  

 三鷹市中学生 長崎市平和交流派遣事業 
戦後８０年を迎えた今夏、三鷹市の中学２年生１６名が

長崎市へ派遣されました。本校からも代表生徒２名（石

橋 侑奈さん・細見 六佑さん）が参加し、7/29～３１の

３日間でかけがえのない経験をしてきました。原爆資

料館見学・被爆体験講話・現地の中学生（山里中学校）

との意見交換会等、様々なプログラムを通じて平和の

意義を深く考えることができました。今後は、この「学

び」を五中生に共有し、一人一人が「平和の尊さ」につ

いて考える機会を設けることを予定しています。 

五中生の活躍 （表彰者）      ※敬称略 

◇吹奏楽部   

第６５回東京都中学生吹奏楽コンクール 

８月４日 府中の森芸術劇場にて 

演奏曲：「百年祭」 

B組（３５人以内編成） 「銀賞」 受賞 

◇サッカー部 

三鷹市内中学校サッカー新人大会 

ベスト４ 

◇陸上部 

中学校総合体育大会陸上競技大会（都大会）出場 

中学校通信陸上競技東京都大会（都大会）出場 

女子共通１００ｍH  古牧 彩 

女子３年１００ｍ    島田 留依 

女子共通８００ｍ   大平 心海 

◇バドミントン部 

東京都選手権大会（都大会）出場 

女子シングルス ベスト８ 臧 佳純 

 

 

 

トイレが

NEW

に！ 

 

２学期 秋季考査の予定  

１１日（木）：①理科 ②数学 ③英語    

１２日（金）：①学習 ②社会 ③国語 ④技術家庭（１・2年のみ）  

 

夏休みの五中生：「熱い」夏を越え、一回り大きくなった生徒たち… 充実した２学期になることを期待！ 

夏休み期間の工事を経

て… 南校舎のトイレが

遂にリニューアルしまし

た。（１階トイレの完成は

９月下旬です） 見違え

るように綺麗になった、

この素敵なトイレを丁寧

に使っていきましょう。 


